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Dicom画像画像画像画像Viewerのののの操作説明書操作説明書操作説明書操作説明書

Viewer　ボタン機能名称

Viewer　メニュー機能名称

基本操作

　　・WL/WWの設定

　　・拡大・縮小の設定

　　・γ補正の設定

　　・キー画像保存

　　・画像の表示方法　 （その１）

　　・画像の表示方法　 （その２）

　　・Angio画像の表示

　　・コマ送り設定

　　・ファイル開く

　　・機能のキー割付

　　・イメージャ用画像作成

　　



Viewer　ボタン機能名称

マウス機能選択

WL/WW

の操作

移動

Pixel値

矢印

距離計測

角度計測
ROI計測

拡大縮小

虫メガネ

γ補正

Jpeg保存

（範囲指定）

終了
WL/WW

自動設定

拡大縮小
自動設定

個別操作ﾓｰﾄﾞ

表示枠数選択

拡大 縮小

標準状態

描画の消去

コマ送り（前）

コマ送り（後）

情報表示選択

目盛線表示

白黒反転

回転

反転

連続表示

WL/WW

手動設定

WL/WW

ﾌﾟﾘｾｯﾄ値選択

ｱｲｺﾝ画像送り（前）

ｱｲｺﾝ画像送り（後）

Jpeg保存（画面全体）

ボタン操作

横長液晶用
Viewer

縦長液晶用
Viewer

間隔設定

ﾌﾞﾗｲﾄﾈｽ
ｺﾝﾄﾗｽﾄ

Series毎のｱｲｺﾝ表示

ﾛｹｰｼｮﾝﾗｲﾝ表示

起動時の設定

WL/WWのプリセット



Viewer　メニュー機能名称 ＊）Viewerのメニュー表示モードにより表示内容は異なります。

右クリック

Shift+右クリック

WL/WWを自動値を設定する。

拡大率を表示枠サイズに合わすように自動設定する。

画像処理として先鋭化（ｼｬｰﾌﾟﾈｽ）を行う
　＊）　M；中程度　H；より強く

　＊）ﾘｾｯﾄは先鋭化を解除する。

　γ補正の解除を行う。
　ﾌﾞﾗｲﾄﾈｽ・ｺﾝﾄﾗｽﾄの解除を行う。

マウスの操作モードを選択する。
　＊）F１　等は　Fキーへの割付である。

アンギオ画像の動画を表示する。

マウスのクリックした点を中心に
　　512x512ﾄﾞｯﾄの範囲をJpegで保存する。

表示枠（例２ｘ２）でマウスをクリックした
　　表示枠全体をJpegで保存する。

ﾏｳｽをｸﾘｯｸした表示枠の画像上に
　　選択した画像のｽﾗｲｽ位置を示す線を描画する。

＊）menuを絞って表示します。

Seriesの違う画像を同期してスクロールする条件

・過去画像との比較で、基準画像を指定しておこなう。
・スライス位置と方向が同じ
・スライス位置が同じ
・イメージNoが同じ

・単純に、各枠で１コマづつ送る
・同一Series内でSlocが同じ画像を個別に表示

現在のWL/WW値を記憶する。
記憶したWL/WW値を設定する。

起動時と同じ条件を設定する。

選択した画像と同じStudy/Seriesの画像をCopyする。　
＊）３Dviewerへの画像出力のため



基本操作

WL/WWの設定

AWLボタンを押すことで、画像のDicomデータに規定されたWL/WW値を設定する。

このアイコンをマウスで選択し、マウスを左クリックしたまま
上下でWLの値を、左右でWWの値を変化させ、WL/WWを設定する。

LにWL値を、WにWW値をセットし、　WL_WWボタンで　WL/WWを設定する。

コンボで選択すると、あらかじめ登録された　WL/WWのプリセット値を選択し
WL/WWを設定する。

拡大・縮小の設定

Windowレベル、Window幅の調整を行う。

画像の表示の拡大・縮小率を設定する。

Zmボタンを押すことで、表示枠に合わす拡大率（縮小率）で表示する。

以降　自動で拡大率を設定する。（自動モードになる）
１；自動モード
０；手動モード

＊）自動／手動モードは
　　　画面下側に表示

このアイコンをマウスで選択し、マウスを左クリックしたまま
左右で拡大率を変化させる。（手動モードになる。）

Z+をクリックする毎に拡大率を大きくする。 （手動モードになる。）
Z－をクリックする毎に拡大率を小さくする。

γ補正の設定
画像を鮮明に表示させるためにγ補正を行う。

このアイコンをマウスで選択し、マウスを左クリックしたまま
左右でγ値を変化させる。
右クリックのγ補正解除で解除する。

　γ補正適用時は
　　画面左下にγ値を表示

ﾌﾞﾗｲﾄﾈｽ/ｺﾝﾄﾗｽﾄ 画像を鮮明に表示させるためにﾌﾞﾗｲﾄﾈｽ/ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整を行う。

このアイコンをマウスで選択し、マウスを左クリックしたまま
左右でｺﾝﾄﾗｽﾄ値を、上下でｺﾝﾄﾗｽﾄ値を変化させる。
右クリックで解除する。

ﾌﾞﾗｲﾄﾈｽ/ｺﾝﾄﾗｽﾄ適用時は

画面左下に値を表示
B；ﾌﾞﾗｲﾄﾈｽ値
C；ｺﾝﾄﾗｽﾄ値

Study＋Series　毎での値として設定します。

起動時と同じ条件をセットします。

又は



基本操作

キー画像保存
読影時のキー画像をJpeg画像として保存する。

保存した範囲はオレンジ色で囲んで表示する。

マウスを右クリックした点を中心に５１２ｘ５１２（ﾄﾞｯﾄ）の大きさをJpeg画像として保存する。
マウスを右クリックした表示枠全体をJpeg画像として保存する。

画面全体をJpeg画像として保存する。
画面の中心を基準に５１２ｘ５１２の大きさをJpeg画像として保存する。
マウスを右クリックした表示枠全体をJpeg画像として保存する。
マウスを右クリックした表示枠の中心を基準に５１２ｘ５１２の大きさをJpeg画像として保存する。
マウスを右クリックした表示枠の中心を基準に正方形の大きさをJpeg画像として保存する。

画面全体をJpeg画像として保存する。

このアイコンをマウスで選択し、マウスを左クリックしたまま
描画した四角の範囲をJpeg画像として保存する。

画像の表示方法

２ｘ２コマ表示の場合

画像の表示方法を選択して表示する。

Seriesにチェックがない場合

全画像をそのままの順で表示する。
（通常の表示方法）

Lineにチェックをいれると
Locator Image選択で

選択された画像を左上に表示し
全画像をそのままの順で表示する。
左上の画像には　表示している画像の
スライス位置を示す線が描画される。
Viewer起動時は、最初の画像を
Locator　 Image として選択している。

表示順がおかしい場合に操作する。
・All_Study_Order by 時刻順は

　画像の収集時刻順にソートして表示。
・All_Study_Order by 番号順は

　画像の画像番号順にソートして表示。

現在のWL/WW値を一旦記憶し、
WL/WW操作後、再度　記憶した
WL/WW値をセットする場合に操作する。

（その１）



１

画像の表示方法
画像の表示方法を選択して表示する。

（その２）

２ｘ２コマ表示の場合

Seriesにチェックをいれることにより

画像のシリーズ毎に違う枠に設定し、画像の比較を行う。

Lineにチェックをいれると

左上の画像に、選択された表示枠のスライス位置
　　を描画します。

基本操作

Series毎のアイコン表示となる

枠への割付

１）表示枠（例　２ｘ２）を選択した時点では
　　自動的に各枠にSeriesが割付けられます。

２）ｱｲｺﾝの画像をクリックし（①①①①）
　　表示枠の１つをクリックすると（②②②②）
　　その枠にｱｲｺﾝで選択したSeriesが割付

　　られます。

３）表示枠をクリックして（③③③③）、マウスホイールを
　　動かすと、選択した表示枠の画像が
　　ページ表示されていきます。

＊）選択した表示枠の画像と同じスライス位置
　　もしくはImageNoの画像を同期して表示します。

＊）右クリックで、同期の条件を選択します。

スライス位置と方向が同じ
スライス位置が同じ
イメージNoが同じ

単純に１ｺﾏ送り
Serise内で

スライス位置と方向が同じ
画像を個別表示

２

３

選択した条件が表示されます。

①①①①

②②②②

③③③③

割付割付割付割付

４

５

過去画像比較用
6



Angio画像の表示 Angio画像の動画を表示する。

Angioの動画像を表示する。

動画の１枚目が表示される。

右例では　動画像のファイルは３枚

画像を選択し、右クリックで
Multi_Frame展開を選択する。

選択した画像の動画像が枚数分
展開されて表示される。

通常のコマ送りを行う。

自動で連続コマ送りする場合は
Cineボタンを押す。

コマ送り時間間隔を設定すると、
その時間間隔で表示する。

時間間隔が設定されていない場合は
100msec　で表示する。

＊）展開した画像を選択し
　　Multi_Frame展開を選択すると

　　元の画像のみ表示する。

基本操作



コマ送り設定

基本操作

画像をマウスのホイール操作でコマ送りするモードを設定する。

通常　１ノッチでコマ送りを行うが、PCによっては速すぎる場合があるので

タイマーを介したコマ送りができるように設定を行う。（初期状態；タイマーモード）

Shift+左クリック Shiftキーを押したまま、マウスを左クリックすると、モードを変更できる。
１クリックで　モードが　１　と　0　に交互になる。
モード　１；タイマー　　　　0；ホイールの１ノッチでコマ送り モード

＊）モードは
　　　画面下側に表示

ファイル開く 画像ファイルを新規に読み込む。
　＊）Viewerは通常　画像管理をおこなうソフトで制御されるが、単独で画像を読み込んで

　　　表示する場合に使用する機能である。

左上の　ファイル　�　ファイル開く　で　ダイアログを出し、Dicom画像を選択し、開く　を押す。

　＊）選択した画像が含まれるフォルダー内の全画像を取得し、表示する。

キー割付



過去画像取得 過去画像を取得し、今回の画像との比較を行う

リストから選択し、画像を取得する。

＊）表示している画像を削除する場合に使用

＊）画像リストは別途　画像管理ソフトで設定される。

表示中の画像は
●で表示

表示中の画像をチェック

イメージャへの出力画像 ＊）イメージャとの通信は別途対応しています。


